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小耳症という先天性疾患は、耳が小さいという見た目のハンディキャップだけではなく、耳の穴が閉鎖
していることによる聞こえという機能面のハンディキャップを持つ。我々は、小耳症に対して手術を行わ
ずに見た目と聞こえの改善を両立できる選択肢として、OmimiTMという独自の義耳を耳鼻科専門医が提
供している。
3D画像技術を応用することで、全世界から注文可能であり、専用固定補助器具O-frameTMを用いるこ

とで、小児でも簡単に装用可能という特徴を持つ。本事業では遠隔地からの実装試験を通じて、世界展
開に向けたプラットフォームを開発し、O-frameTMの適合に関わる因子を明らかにする。

本研究開発では、日本全国からモニターを募り、３D画像技術を応用した遠隔でのOmimiTM作成実装

試験を行い、遠隔地からの注文や装用に最適化したプラットフォームを開発する。また、モニター参加
者においてO-frameTMの適合状態と、様々な体格データなどの関係を評価することで、O-frameTM適合に

関わる因子を解明し、適合が得られる体格基準値を開発する。さらに、実装試験で得られた知見をもと
に、プロダクト全般の改良を行い、小耳症当事者達に対するよりユーザーフレンドリーな製品、サービス
として確立させる。
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